
対面式・畝つくり

野菜作りの基本は土作りから

４月２０日に農業支援員の方と

教師との打ち合わせを行い，５月

１３日，児童との対面式を行いま

した。

コロナ禍による臨時休業中の登

校日であったため，児童は石拾い

と肥料まきを行い，畝作りとマル

チがけ，ネギ植えは職員と農業支

援員で行いました。

牛糞から作った堆肥を平らにな

らし，その後支援員さんにトラク

ターで耕していただきました。

田植え
5月，農業支援員の先生のご指導の

もと，田植えを行いました。

実際にうるち米の田植えを行いま

した。危うく転びそうになりながら

も，何とか田植えを行いました。

稲刈り
9月29日，待ちに待った米の収穫で

す。コンバインを使った米の刈り取

りを間近で見学させていただきまし

た。みるみる刈り取られていく様子

を見ながら，昨年，手で刈り取った

ことと比べて，農業での機械化の重

要性を理解することができたようで

す。

本年度は収穫祭を行わなかったの

で，収穫した米は家庭科の調理実習

でおいしくいただきました。農業科

の学習を通して，育てることの苦労

や収穫の喜びを味わうことができま

した。支援員の先生方，１年間のご

指導ありがとうございました。

栽培・収穫
本年度の栽培品目は，トマト，

キュウリ，すいか，ポップコー

ンなど，夏休み前の収穫を目指

すものと，ニンジン，サトイモ，

ジャガイモ，長ネギ等，秋の収

穫祭へ向けたものがあります。

各学年毎に，支援員の先生と相

談し，計画を立てました。コロ

ナ禍で５月に臨時休業の期間が

あり，栽培活動そのものが危ぶ

まれましたが，支援員の先生に

ご指導いただき，なんとか活動

を持続できました。

うまく育ったものもあれば，

暑さに負けてしまったものもあ

りましたが，子どもたちはそう

言った経験を通して，生命を育

てる難しさと喜びを学ぶことが

できました。


